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磯
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ま
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幸
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“
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た
た
か
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
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至高萩駅東口

高
萩
市
は
、
美
し
い
海
岸
線
を
持
ち

な
が
ら
今
ま
で
海
水
浴
場
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
年
か
ら
離
岸
堤
を
利

用
し
た
有
明
海
岸
に
、
高
萩
海
水
浴
場

が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
す
る
憩
い

の
場
と
し
て
の
高
萩
海
水
浴
場
で
す
。

家
族
連
れ
や
仲
間
た
ち
と
、
気
持
ち

よ
く
海
辺
で
ふ
れ
あ
え
る
き
れ
い
な
海

水
浴
場
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
自

分
で
持
っ
て
き
た
ゴ
ミ
は
、
捨
て
な
い

で
持
ち
帰
る
よ
う
に
み
ん
な
で
実
行
し

〃
海
辺
の
ふ
れ
あ
い
″

離
岸
堤
を
利
用
し
た

高
萩
海
水
浴
場
を
開
設

寺

錐

ー

士
《
し
ょ
雪
っ
Ｃ

と
き
七
月
十
七
日
㈲
か
ら
八
月
十

七
日
㈱
ま
で

※
な
お
、
安
全
祈
願
祭
を
七

月
十
七
日
⑧
の
午
前
十
時
か

ら
高
萩
海
水
浴
場
で
行
い
ま

す
。

と
こ
ろ
高
萩
海
水
浴
場

（
有
明
海
岸
離
岸
堤
前
）

駐
車
場
有
明
町
の
市
営
住
宅
前
に
、

普
通
車
八
十
台
が
駐
車
で
き

る
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

表 紙

夏｡真っ盛②'

②ごろゐこあそび"に夢中

あおぞら保育園

(高萩市）
(観光協会）

水や土，太陽，緑 子どもは， このような

番です。鍵 自然のなかで育つことが
へ

■

･一ノ
“どろんこあそび” あなたは，子どもの

ころを思い出して， この響きに何を思い浮かべま

すか。
おとな

きたない，みっともない，だらしない－大人

にはそう見えるかもしれない“どろんこあそび”

も，子どもにとってはかけがえのないものです。
から

自分の殻にこもって，集団のなかで自己表現が

できない子どもたちが多くなっている今日，一人

ひとりの個性を引き出し，健やかに成長させるこ

とが望まれています。

“どろんこあそび”に必要な水，砂， どろとい

った素材は，子どもたちの手によって， さまざま

に変化して，子どもたちの本来もっている破壊や

創造の意欲を十分満たしてくれます。

失敗しても評価されることもなく，気楽さや自

由さが自然に子どもの心を開いてくれるのです。
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韓
巌

な
お
、
高
萩
海
水
浴
場
の
開
設
を
前

に
、
七
月
十
七
日
㈲
の
午
前
八
時
か
ら

有
明
・
高
浜
海
岸
一
帯
の
海
岸
清
掃
を

行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
、
市
民
憲
章
を
推
進

す
る
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
〃
自

然
を
た
い
せ
つ
に
し
、
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
〃
運
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
各
種
団
体
や
地
域
の
人
た

ち
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。
今
年
も
、
前
記
の
日

時
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
雨
天
中
止
）

高
萩
市
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

海
岸
をい

つ
も
き
れ
い
に
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蕊鰯騒ズボ錘謬鑛興犬参

で
彰

含
雷

犬
が

典
肺

臓
回

ツ
皿

四
季

第2回

鱗
雛
鈩

や

轤

嘩

》

鰯

鍾

鍾

漏

六
月
二
十
六
日
⑧
中
央
公
民
館
で
、

第
二
回
高
萩
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
振

興
大
会
が
開
か
れ
、
体
育
功
労
者
、
競

技
優
秀
者
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
者
の
三
部

門
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
か
た
が
た
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

○
小
川
藤
夫
（
下
手
綱
）

高
萩
市
剣
友
会
副
会
長
と
し
て
、
指

導
的
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
高
萩

武
徳
殿
少
年
剣
士
隊
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
代
表
指
導
者
と
し
て
数
多
く
の
優
秀

な
少
年
剣
士
を
育
成
、
ま
た
、
体
育
指

導
貝
と
し
て
本
市
の
社
会
体
育
の
振
興

に
寄
与
し
ま
し
た
。

体
育
功
労
者

↓
言
う
》
一

○
鈴
木
孝
子
（
東
本
町
）

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
創
設
期

か
ら
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
愛
好
者
の

普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
全
国
大
会

や
関
東
大
会
に
出
場
し
、
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
の
向
上
に
貢
献
し

ま
し
た
。
現
在
も
、
監
督
兼
選
手
と
し

て
活
躍
し
、
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
隆
盛
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

競
技
優
秀
者

ひ
ろ
こ

○
鈴
木
寛
子
（
島
名
）

○
柴
田
伸
一
（
島
名
）

昭
和
六
十
二
年
度
茨
城
県
民
総
合
体

育
大
会
、
陸
上
競
技

中
学
男
子
三
、
○
○
○
ｍ
優
勝

ー

○
長
谷
沢
省
一
（
安
良
川
）

卓
球
部
の
副
部
長
と
し
て
、
部
内
の

ま
と
め
役
を
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種

大
会
の
運
営
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、

ま
た
、
指
導
者
と
し
て
家
庭
婦
人
愛
好

者
の
底
辺
拡
大
、
技
術
の
向
上
に
努
め

ま
し
た
。

○
柴
田
栄
司
（
本
町
）

軟
式
庭
球
連
盟
の
事
務
局
長
と
し
て
、

連
盟
の
運
営
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

指
導
者
と
し
て
積
極
的
に
愛
好
者
の
底

辺
拡
大
、
技
術
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

み
ず
え

○
大
泉
瑞
恵
（
高
萩
）

昭
和
六
十
二
年
度
全
国
少
年
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会

小
学
五
・
六
年
の
部
第
二
位

す
も
う

○
高
萩
市
相
撲
連
盟
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
十
一
回
茨
城
県
少
年
相
撲
大
会

小
学
生
団
体
の
部
優
勝

○
金
成
か
つ
子
（
上
手
綱
）

昭
和
六
十
二
年
度
茨
城
県
家
庭
婦
人

剣
道
大
会
優
勝

二
の
か
み
ゆ
う
す
け

○
五
ノ
上
祐
介
（
大
和
町
）

第
四
十
二
回
国
民
体
育
大
会

重
量
挙
げ
少
年
男
子
九
十
蛇
級
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
者

昭
和
六
十
二
年
度
全
日
本
中
学
通
信

陸
上
大
会
茨
城
県
大
会

女
子
砲
丸
投
げ
優
勝
県
中
学
新
記
録
）

松
岡
幼
稚
園
、
ま
ち
づ
く
り

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞
に

六
月
二
十
二
日
㈱
下
館
市
民
会
館

で
、
茨
城
県
主
催
の
昭
和
六
十
三
年
度

ま
ち
づ
く
り
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞
の
授

与
式
が
行
わ
れ
、
高
萩
市
の
松
岡
幼
稚

園
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
自
然
と
ま
ち
な
み
と
の

調
和
を
重
視
し
て
、
居
住
環
境
の
向
上

に
資
す
る
な
ど
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
や
優
れ
た
建
築
物
等
の
建
設

に
対
し
て
県
知
事
が
顕
彰
す
る
も
の
で

す
。

松
岡
幼
稚
園
は
、
松
岡
城
阯
や
武
家

屋
敷
が
現
存
す
る
地
域
の
特
性
や
歴
史

性
、
自
然
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
木
の

骸Z■
霊轟湧 薯 捗毛

環境と
；: =＊ ; ､： ､

調和のとれた

"懲弥■〆
翁県

一

》
霊
一
銭
》

も
つ
温
か
さ
、
柔
ら
か
さ
を
通
し
て
未

来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の
個
性
や
能
力

を
伸
ば
そ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
園
舎
の
中
央
に
は
樹
齢
約

ひ
の
昔

八
十
年
の
桧
丸
太
を
使
用
し
て
、
二
十

一
世
紀
へ
の
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
感
覚
を

取
り
入
れ
、
地
域
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
顕
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
。

高
萩
大
心
苑
陶
芸
工
一
房
が

最
優
秀
賞

五
月
十
四
日
出
県
民
文
化
セ
ン
タ

ー
で
、
㈹
県
建
築
士
事
務
所
協
会
主
催

の
第
一
回
茨
城
建
築
文
化
賞
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
高
萩
大
心
苑
陶
芸
工
房

が
事
務
所
・
店
舗
部
門
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
，
地
域
の
周
辺
環
境
に
調

和
し
て
、
景
観
上
、
機
能
的
に
優
れ
て

い
る
建
築
物
な
ど
を
表
彰
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
文
化
の
香
り
高
い
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
か
ら
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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昭
和
六
十
三
年
第
二
回
高
萩
市
議
会

定
例
会
は
、
六
月
十
四
日
㈹
に
開
会
し
、

九
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、
六

月
二
十
二
日
㈱
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
人
事
に

関
す
る
も
の
－
件
、
報
告
に
関
す
る
も

の
七
件
、
条
例
に
関
す
る
も
の
二
件
、

予
算
に
関
す
る
も
の
二
件
、
そ
の
他
二

件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
人
事
〉

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
貝
の

選
任
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
修
二
氏
（
大

能
五
五
九
番
地
）
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

〈
報
告
〉

○
高
萩
市
住
宅
公
社
の
経
営
を
説
明
す

る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て

○
高
萩
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
を
説

明
す
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
財

団
法
人
高
萩
市
住
宅
公
社
並
び
に
法
人

高
萩
市
土
地
開
発
公
社
か
ら
地
方
自
治

法
第
二
百
二
十
一
条
第
三
項
に
定
め
る

法
人
の
経
営
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出

が
あ
っ
た
の
で
、
地
方
自
治
法
第
二
百

四
十
三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

市議会

だより

～6月定例会～

報
告
で
す
。

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

・
昭
和
六
十
三
年
度
高
萩
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

・
昭
和
六
十
三
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）
以
上
二
件
は
、

市
議
会
の
議
決
に
代
え
、
地
方
自
治
法

第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

専
決
処
分
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
で

報
告
し
承
認
を
求
め
た
も
の
で
す
。

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
高
萩
都
市

計
画
事
業
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
言
に
つ
い
て

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て
〈
条
例
〉

○
高
萩
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続

及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
車
社
会
を
考
慮

し
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
第
四

項
の
規
定
に
基
づ
き
公
務
中
に
お
け
る

交
通
事
故
に
対
す
る
例
外
的
措
置
を
講

ず
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
条
例
の
一
部

改
正
で
す
。

○
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年、

画P
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綴巽

か
ん
し
ゆ
く
ら
ん
‐
昂
う

六
月
三
日
燭
中
国
甘
粛
省
藺
州
市

か
も
せ
い

（
人
口
約
二
三
○
万
）
の
河
茂
盛
市
長

を
は
じ
め
と
す
る
藺
州
市
政
府
経
済
技

術
交
流
団
の
五
人
の
み
な
さ
ん
が
、
高

小
雨
の
な
か
約
三
百
八
が
歓
廻

ら
ん
し
ゅ
う

藺
州
市
政
府
経
済
技
術
交
流
団
来
市

▲穂積家でお茶を楽しむ ▲たくさんのみなさんが出迎えに

萩
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
雨
の
な
か
市
役
所
玄
関
前

に
は
、
小
学
生
や
婦
人
会
、
各
団
体
の

み
な
さ
ん
な
ど
約
三
百
人
が
、
小
旗
を

振
り
な
が
ら
出
迎
え
、
同
交
流
団
の
五む

つ

人
に
高
萩
小
学
校
二
年
生
の
小
野
崎
睦

↑
つ
皇
え

し
け
え
り

子
さ
ん
、
青
山
千
恵
さ
ん
、
四
家
絵
理

か

い
ざ
お

み
つ
と
し

加
さ
ん
、
益
子
勲
く
ん
、
秋
山
光
暁
く

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
歓
迎
の
花
束
を
贈
り

ま
し
た
。

鈴
木
市
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
対

し
て
、
「
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の
温

か
い
歓
迎
に
感
謝
し
ま
す
四
と
旅
の
疲

れ
も
み
せ
ず
、
親
し
み
の
あ
る
あ
い
さ

つ
を
す
る
何
市
長
、
市
長
室
の
懇
談
の

な
か
で
も
、
「
藺
州
に
と
っ
て
、
雨
は

大
切
な
天
の
恵
み
、
で
き
る
こ
と
な
ら

蘭
州
に
雨
を
持
っ
て
帰
り
た
い
四
と
、

黄
河
流
域
の
植
物
の
現
状
に
ふ
れ
て
、

こ
う
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
長
室
で
の
懇
談
後
、
昨
年
か
ら
茨

城
県
洋
裁
高
等
職
業
訓
練
校
に
入
校
中

の
中
国
か
ら
の
研
修
生
を
訪
れ
、
ふ
る

さ
と
を
思
慕
す
る
研
修
生
た
ち
の
熱
烈

な
歓
迎
に
、
利
市
長
は
「
研
修
の
期
間

中
は
、
体
を
大
事
に
し
て
、
高
萩
の
み

な
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
勉

強
に
励
み
、
技
術
を
身
に
付
け
、
中
国

、
、
）

で
生
か
し
て
く
だ
さ
い
Ｊ
と
激
励
し
て
尖

い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
日
本
加
工
製
紙
㈱
の
工

場
見
学
や
穂
積
家
で
の
琴
の
演
奏
や
日

本
庭
園
を
見
な
が
ら
お
茶
を
楽
し
ま
れ
、

し
ば
し
の
間
、
日
本
の
伝
統
に
浸
っ
て

い
ま
し
た
。

夜
は
、
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
で
、

関
係
者
約
百
人
が
出
席
し
て
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。

「
新
し
い
時
代
の
担
い
手
で
あ
る
若

い
研
修
生
に
、
日
本
の
歴
史
の
歩
み
を

日
常
生
活
の
な
か
か
ら
理
解
し
、
体
得

し
て
も
ら
い
、
中
国
と
の
友
好
関
係
が
、

よ
り
緊
密
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
Ｊ
と
鈴
木
市
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

に
、
「
蘭
州
と
高
萩
は
、
縫
製
関
係
で

友
好
関
係
を
強
め
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
、
各
分
野

で
の
交
流
に
よ
り
、
親
密
に
な
る
こ
と

を
信
じ
お
礼
の
言
葉
と
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
Ｊ
と
河
市
長
は
、

こ
う
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
行
は
高
萩
大
心
苑
に
一
泊
さ
れ
、

翌
四
日
田
、
大
心
苑
ハ
ム
エ
場
や
陶
芸

く
ず

工
房
、
秋
山
（
荒
屋
附
近
）
の
葛
の
自

生
地
を
見
学
さ
れ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
で
は
国
際

電
話
で
蘭
州
市
役
所
の
助
役
さ
ん
と
の

通
話
を
体
験
さ
れ
た
後
、
高
萩
駅
で
中

国
の
研
修
生
や
市
民
の
み
な
さ
ん
に
見

送
ら
れ
、
次
の
目
的
地
に
向
か
わ
れ
ま

し
た
。



〆三
月
の
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
る

課
税
限
度
額
等
の
改
正
及
び
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
等
、
条
例
の
一
部
改
正

で
す
。

〈
予
算
〉

○
昭
和
六
十
三
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て
は
、

「
青
色
申
告
宣
言
都
市
」
及
び
「
納
期

内
納
税
完
納
の
推
進
都
市
」
推
進
事
業
並

び
、
花
貫
川
河
川
改
修
用
地
対
策
事
業

等
に
伴
う
補
正
予
算

○
昭
和
六
十
三
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
に
つ
い
て
は
、
保
険
給
付
費
等
に

伴
う
補
正
予
算

〈
請
負
契
約
〉

○
高
萩
市
立
松
岡
小
学
校
大
規
模
改
造

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
は
、
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
ま
た
は
、
処
分
に
関
す
る
条
例
第
二

条
の
規
定
に
よ
る
議
決
で
す
。

〈
そ
の
他
〉

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
昭

和
六
十
三
年
六
月
一
日
か
ら
北
茨
城
市

の
区
域
の
一
部
が
当
市
に
編
入
さ
れ
た

の
で
、
字
の
区
域
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。○

手
綱
Ｂ
工
業
団
地
へ
の
企
業
進
出
に

つ
い
て
は
、
株
式
会
社
中
尾
ア
ル
ミ
製

作
所
の
進
出
を
認
め
た
も
の
で
す
。

〈
｜
般
質
問
〉

○
広
域
農
道
に
つ
い
て

・
今
後
の
対
応
と
促
進
に
つ
い
て

○
農
林
業
振
興
に
つ
い
て

・
農
山
村
振
興
計
画
に
つ
い
て

・
間
伐
促
進
総
合
対
策
事
業
に
つ
い

て
○
駐
車
場
の
整
備
と
管
理
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
に
つ
い
て

用
途
地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

○
駅
東
地
区
（
国
鉄
清
算
事
業
団
の
用

地
）
の
開
発
と
海
水
浴
場
の
整
備
に
つ

い
て

○
国
際
交
流
に
つ
い
て

○
市
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

○
山
間
地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

○
山
間
地
域
バ
ス
路
線
に
つ
い
て

○
身
体
障
害
者
福
祉
作
業
所
に
つ
い
て

○
精
神
薄
弱
児
問
題
に
つ
い
て

○
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
件
に
つ
い
て

○
企
業
誘
致
と
フ
ネ
ン
産
業
に
つ
い
て

○
旧
国
鉄
用
地
の
払
い
下
げ
に
つ
い
て

○
信
号
機
設
置
に
つ
い
て

〈
請
願
・
陳
情
書
審
査
結
果
〉

※
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
国
保
の
改
善
に
関
す
る
陳
情
書

○
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
追
加
議
定
書
の
加

入
に
つ
い
て
の
請
願
書

○
名
称
、
形
式
を
問
わ
ず
大
型
間
接
税

の
導
入
に
反
対
す
る
陳
情
書

〈
意
見
書
関
の
提
出
〉

○
労
働
時
間
の
短
縮
を
求
め
る
意
見
書

開
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
議
員
よ
り
提

出
さ
れ
原
案
ど
お
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
よ
－
つ
ト
ー
‐

‐
引
次
の
定
例
会
は
九
月
で
す
。

ｌ
議
会
事
務
局
Ｉ

ー

一

↓
と
も

ま
た

神
「
朋
有
り
、
遠
方
よ
り
来
た
る
、
亦
楽

鵠
し
か
ら
ず
や
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り

閉

ら
ん
し
ゅ
う

”
ま
す
が
、
六
月
三
日
燭
、
中
国
蘭
州
市

閉
か
も
せ
い

》
の
利
茂
盛
市
長
を
高
萩
市
に
迎
え
る
こ

園

蹄
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
前
月
の
外
国
人

》
留
学
生
と
と
も
に
、
国
際
交
流
都
市
高

》
萩
に
と
っ
て
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま

園

串
し
た
。

尉

串
本
市
に
は
、
昨
年
蘭
州
市
か
ら
十
一

国

》
人
の
洋
裁
研
修
生
が
、
二
年
間
の
予
定

じ
よ
う
し
ゆ
う

僻
で
滞
在
し
て
お
り
、
本
年
は
常
州
市
、

吻

荊さ
今
亙
亙
§
瓦
§
瓦
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
３
Ｎ
Ｎ
§
函
亙
§
亙
函
§
§
§
Ｎ
§
§
§
§
函
函
§
、
函
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…紅
鷺
器
液
准
渉
氷
委
痔

し
中
国
か
ら
の
洋
裁
の
研
修
生
の
Ｋ
Ｄ
Ｄ
か
ら
蘭
州
市
へ
▼

み
な
さ
ん
も
歌
を
披
露
国
際
電
話
で
通
信

埜
瓦
、
§
§
§
§
§
§
§
§
§
Ｎ
§
Ｉ
Ｎ
Ｎ
、
§
§
§
§
§
§
§
函
§
§
、
１
Ｎ
§
§
亙
亙
亙
亙
亙
函
§
図
画
、
§
§
函
§
函
、
§
§
Ｎ
§
§
§
§
、
瓦
§
Ｎ
Ｎ
Ｎ
５
Ｎ
§
亙
函
§
雨

§
亙
亙
亙
亙
亙

「
緑
の
友
好
」

ー
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的
に
も
由
緒
あ
る
都
市
で
す
。
串

二
二
つ
し
か
う

關

杭
州
市
か
ら
九
人
が
加
わ
っ
て
市
民
と
先
年
、
日
本
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
串

く
ず

園

の
交
流
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
葛
の
種
が
贈
ら
れ
、
黄
河
流
域
の
緑
化
出閏

河
市
長
か
ら
は
、
か
ね
て
か
ら
感
謝
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
内
州外

と
友
情
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
、
今
回
は
を
案
内
し
た
時
、
各
所
に
自
生
し
て
い
》闇

同
市
長
の
高
萩
訪
問
の
強
い
希
望
が
実
る
葛
と
緑
の
多
い
環
境
に
関
心
を
示
し
錨

園

現
し
た
わ
け
で
す
。
「
こ
の
様
な
所
に
生
活
で
き
る
高
萩
市
串

園

当
日
、
雨
の
な
か
を
迎
え
て
い
た
だ
民
は
幸
せ
で
す
ね
四
と
感
想
を
述
べ
て
》聞

い
た
多
数
の
市
民
の
姿
に
、
大
変
感
激
い
ま
し
た
。
函
噛圏

さ
れ
た
の
を
見
て
、
市
民
の
ま
ご
こ
ろ
そ
の
折
、
高
萩
か
ら
も
緑
の
プ
レ
ゼ
蝿閉

が
遠
来
の
友
人
に
通
じ
た
こ
と
を
喜
ぶ
ン
ト
と
し
て
葛
の
種
を
贈
る
約
束
を
し
》

園

と
と
も
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
》

に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
得
て
少
し
づ
つ
で
も
葛
の
種
を
集
め
て
》

あ
い
に
ノ
、

閉

生
憎
の
天
候
で
し
た
が
、
蘭
州
は
雨
蘭
州
市
に
送
り
、
緑
と
ま
ど
こ
ろ
の
き
蹄瞬

の
少
な
い
所
な
の
で
「
私
を
歓
迎
す
る
ず
な
で
両
市
を
結
び
、
日
中
友
好
を
さ
串園

恵
み
の
雨
で
す
四
と
喜
び
、
こ
の
雨
を
ら
に
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
》

土
産
に
持
ち
帰
り
た
い
く
ら
い
だ
と
話
瞬
蜘

幟
弓

し
て
い
ま
し
た
。

閉

一
§
Ｉ
Ｎ
Ｉ
函
§
§
図
亙
§
§
Ｎ
Ｎ
§
§
§
Ｎ
§
亙
一
＆
§
函
図
画
函
§
函
§
§
§
§
§
§
Ｎ
Ｎ
３
Ｎ
§
§
Ｎ
Ｎ
Ｎ
§
亙
函
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
§
§
Ｎ
Ｎ
Ｎ
§
§
§
亙
亙
§
§
Ｎ
§
語

卦
葛
の
自
生
地
を
見
学

蕊
踊

＝

亙
§
§
図
§
§
函
亙
§
§
§
§
§
§
§
Ｎ
Ｎ
Ｎ
§
§
§
§
§
罰
§
§
§
§
母
亙
§
Ｆ
ｆレ詞

藺
州
市
は
黄
河
の
中
流
に
あ
り
、
シ
串

關

ル
ク
ロ
ー
ド
の
経
路
に
も
あ
た
る
歴
史
》

ゆ
い
し
上
ジ

蓬 鶏驫惑
亀

鴬

市
一
一
一
長
一
瞳
一
一
憩



し計㈹のひろば

わ
ら
び

六
月
十
二
日
日
埼
玉
県
蕨
市
で
、

昭
和
六
十
三
年
度
小
学
生
そ
ろ
ば
ん
日

本
一
決
定
戦
（
日
本
珠
算
研
究
会
主
催
）

が
行
わ
れ
、
高
久
実
佳
さ
ん
が
、
昨
年

に
続
い
て
日
本
一
の
座
を
獲
得
し
ま
し

た
。

狭
き
門
で
あ
る
こ
の
大
会
は
、
全
国

か
ら
実
力
の
あ
る
十
九
人
の
出
場
者
が

参
加
し
て
行
わ
れ
、
実
佳
さ
ん
は
、
そ

二
年
連
続
田
本
一

小
学
生
そ
ろ
ば
ん
日
本
一
決
定
戦

〆 、

腰冒麓譲濯了菫鳥､雪#鯛餅
ましたら係までお寄せください。

☆あ~て~先･ ･ ･ ･ ･市民活動課広報広聴係

、 （念23－21 11 ､内線262） ノ’
み か

高久実佳さん（高小6年）
（下手綱）

全国犬含へ出場
松岡剣士会スポーツ少年団

の
頂
点
に
た
ち
ま
し
た
。

三
人
兄
弟
の
真
中
で
、
母
親
が
そ

ろ
ば
ん
教
室
を
開
い
て
い
る
環
境
か

ら
、
四
歳
ご
ろ
か
ら
そ
ろ
ば
ん
を
始

め
、
現
在
で
は
、
暗
算
と
珠
算
の
両

部
門
と
も
九
段
の
実
力
で
す
。

大
会
で
は
、
暗
算
種
目
三
百
点
、

珠
算
種
目
三
百
点
、
読
上
種
目
二
百

点
の
合
計
八
百
点
満
点
中
、
六
八
五

点
の
高
成
績
を
取
り
ま
し
た
。

日
本
一
は
う
れ
し
い
か
ら

も
っ
と
ガ
ン
バ
ル
わ

「
学
校
で
、
六
月
初
め
の
バ
ス
ケ
ヅ
ト

大
会
に
備
え
て
の
練
習
に
時
間
が
取
ら

れ
て
、
残
っ
た
時
間
を
利
用
し
た
り
、

朝
早
く
起
き
た
り
し
て
、
練
習
し
ま
し

た
。

集
中
し
て
練
習
し
た
の
は
一
か
月
ぐ

ら
い
だ
っ
た
の
で
、
あ
せ
っ
て
緊
張
気

味
で
し
た
が
、
連
続
日
本
一
に
な
っ
て

ー

う
れ
し
い
で
す
。

暗
算
種
目
で
は
二
九
五
点
と
良
か
っ

た
の
に
、
珠
算
種
目
で
は
、
ラ
イ
バ
ル

の
東
京
の
野
村
君
と
西
野
さ
ん
が
出
場

し
て
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
ぐ
ら
い
の

ス
ピ
ー
ド
な
ら
大
丈
夫
と
油
断
し
て
し

ま
い
、
二
四
○
点
し
か
取
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。時

に
は
、
練
習
が
い
や
に
な
り
、
や

め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
昨
年
、
日
本
一
に
な
り
、
壇
上
で

賞
を
い
た
だ
い
た
時
の
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
を
励
み
に
、
自
分
か
ら
進
ん
で
、

練
習
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

目
標
は
、
池
田
や
す
と
し
さ
ん
（
土

浦
一
高
）
の
よ
う
に
、
最
高
の
十
段
を

手
に
入
れ
る
こ
と
で
す
四

と
目
標
を
掲
げ
、
全
国
範
囲
の
ラ
イ

バ
ル
を
意
識
し
て
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。 4月29日由県武道館で，全国少年

剣道練成大会の茨城県予選会が行われ，

高萩市から参加した，松岡剣士会スポ

ーツ少年団が入賞し， 8月4日附に日

本武道館で開催される全国大会への出

場が決まりました。

全国大会出場メンバー（敬称略）
あきのり

坪和正樹，佐藤昭憲，下山田雄一，
り印？

鈴木宏幸，早川竜…･ ･ ･松岡小六年

あ
ざ
や

色
鮮
か
な
お
し
花
で

暑
中
お
見
舞
い
の
ハ
ガ
キ
づ
く
り

お
し
花
講
座

六
月
十
三
日
側
藤
田
三
枝
先
生
を

講
師
に
、
受
講
生
二
十
五
人
の
お
し
花

講
座
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

「
以
前
お
し
花
は
、
花
を
押
し
た
と

き
、
変
色
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
瞬
間
乾

燥
機
や
電
熱
器
、
薬
品
な
ど
の
開
発
に

よ
り
、
自
然
に
近
い
色
を
保
て
る
よ
う

に
な
っ
て
、
手
軽
に
つ
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
ね
。

、
、
）

今
年
新
設
さ
れ
た
中
央
公
民
館
の
講
座

の
な
か
か
ら
、
お
し
花
と
中
国
語
講
座
を

訪
ね
て
み
ま
し
た
。

喜ばれるおし花
工
夫
次
第
で
は
、
服
、
着
物
、
帯
、

ハ
ン
カ
チ
な
ど
に
も
、
色
鮮
や
か
な
美

し
さ
を
表
わ
せ
ま
す
Ｊ
と
大
、
小
、
色

と
り
ど
り
の
お
し
花
が
加
工
さ
れ
た
先

生
自
身
の
エ
プ
ロ
ン
を
指
し
て
こ
う
説

明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
お
し
花
の
つ
く
り
方
も
、
い
ろ
い

ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
暑
中
お
見
舞

い
の
ハ
ガ
キ
を
お
し
花
で
押
し
て
み
る

と
か
、
季
節
の
身
近
な
草
花
の
特
徴
を

見
い
出
し
、
そ
れ
を
生
か
せ
れ
ば
、
と

て
も
す
て
き
で
す
ね
四
と
話
し
て
い
ま

し
た
。「

お
し
花
は
今
ブ
ー
ム
で
、
雑
誌
の

記
事
を
見
た
り
、
五
月
に
文
化
会
館
で

行
わ
れ
た
山
野
草
展
を
見
た
り
と
、
チ

ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
私
は
中
央
公
民
館
の
植
物

ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
草
花

に
は
少
な
か
ら
ず
興
味
が
あ
り
ま
す
。、

中央公民館

講座
と がわ

外川潤子さん（島名）

6



溌
<材料〉 （3人前）

○蒸し焼きそばのめん 2袋

○豚肉 100g

o人参 路本

○干ししいたけ 4枚

○玉ねぎ 1個

○キャベツ ％個

○もやし 半袋

○板かまぼこ ％

○グリーンピース 少々

(珊駄識淵かた）

秘のアイデア料理
(かた焼きそば）

鶏

｝渭
謬f′ 詫

撃:壱

r栂鎌

食生活改善推進員

川井時子さん（島名）

野菜の豊富な季節ですね。

生で食べるのも良いですが， たくさん

食べられるように， いためてみました。

野菜あんは多めにつくると， ごはんに

かけて中華丼に早変わり。

野菜あんの汁を多めにめんにかけると，

めんが柔かくなりますし，思うほど油っ

こくないのでお年寄りのかたにもお勧め

します。

油で揚げためんは， スナック菓子風な

ので，子どもたちにも喜ばれています。

料理は，愛情を持って簡単でおいしく

と考えながら楽しんでいます。

ー

<作り方〉

①よくほぐした蒸し焼きそばのめんを, 180℃の油に入れて，強火で焦げ

ないようにはしでほぐしながら揚げる。全体が一つにまとまってきたら何

度か返し， きつね色になったら上げる。

②フライパンに油を引き，一口大に切ったぶた肉・人参．干ししいたけ・

玉ねぎをいため，塩， こしょうで味を付けてからキャベツ， もやし，かま

ぼこを入れ，軽くいため，干ししいたけのもどし汁とお湯を，材料がひた

るくらいに入れる。煮立ったら溶きかたくり粉でとろ味をつける。

③大きめのビニール袋にさめた①を入れ，軽く手でもみ細かくし，適量を

Ⅲに盛る。 （残ったものは， そのまま冷蔵庫に保存しておける｡）

④③に②の野菜あんをかけ,ゆでたグリーンピースを散らし,好みによって
酢じよう油をかける。

＊

＊

〆

か
れ
ん
な
草
花
は
、
ハ
ガ
キ
や
カ
ー

ド
に
利
用
で
き
た
ら
、
受
け
と
る
か
た

に
喜
ば
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

花
の
色
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
お
し

花
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
、
個
人
の

セ
ン
ス
も
必
要
に
な
り
ま
す
ね
。

じ
よ
う

自
然
に
近
い
色
の
、
鮮
や
か
さ
を
上

ず手
に
生
か
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
Ｊ

「
十
年
前
に
東
京
か
ら
高
萩
へ
き
た
と

き
は
、
文
化
面
で
さ
び
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
自
然
の
面
で
は
、
不
自

由
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

中
央
公
民
館
な
ど
を
上
手
に
利
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
四

熱
心
に
発
音
の
練
習

中
国
語
講
座

六
月
一
日
㈱
中
国
語
講
座
が
、
は

ら
ん
し
中
う

じ
め
て
開
か
れ
、
中
国
蘭
州
市
か
ら
の

洋
裁
研
修
生
の
責
任
者
、
張
宏
（
チ
ャ

ン
・
フ
ォ
ン
）
さ
ん
鯛
が
、
二
十
七
人
の

受
講
生
を
前
に
熱
弁
を
振
る
い
ま
し
た

ー

自
己
紹
介
や
蘭
州
市
の
紹
介
に
続
い

て
、
中
国
語
の
発
音
の
基
本
と
な
る
、

二
十
一
の
子
音
と
六
の
母
音
の
指
導
を

行
い
、
受
講
生
も
慣
れ
な
い
発
音
の
練

習
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
六
月
か
ら
十
一
月
ま

で
の
半
年
間
（
月
三
回
）
開
か
れ
、
受

講
生
も
二
十
六
歳
か
ら
八
十
歳
ま
で
と

幅
広
く
、
毎
年
、
高
萩
国
際
交
流
の
集

い
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
参
加
者
な
ど
、

関
心
の
高
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

「
三
国
志
や
西
遊
記
な
ど
の
中
国
の

古
典
を
読
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
で
シ
ル
ク

と
人
二
』
フ

ロ
ー
ド
や
大
黄
河
、
敦
煙
な
ど
を
見
て
、

ま
た
、
弟
が
中
華
料
理
店
を
や
っ
て
い

る
の
で
、
前
か
ら
中
国
に
は
非
常
に
興

味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
、
私
は
行
っ
た
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
中
国
語
は
発
音
な
ど
、
非
常
に

難
し
い
で
す
ね
。
で
も
、
張
先
生
は
と

て
も
ま
じ
め
な
か
た
で
、
直
接
、
中
国

の
人
に
教
え
て
も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
は
、

そ
う
あ
る
も
の
で
は
な
い
で
す
し
、
よ

い
機
会
に
巡
り
合
え
た
と
思
い
ま
す
。

い
ま
で
は
、
テ
レ
ビ
の
中
国
語
講
座
と

あ
わ
せ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
四
了

よい機会に巡り合えた

広木栄二さん（若栗）



鯵
霊

六
月
五
日
㈲
環
境
週
間
（
六
月
五

日
日
～
十
一
日
㈹
）
の
初
日
の
こ
の
日
、

東
本
町
地
区
か
ら
赤
浜
地
区
の
六
号
国

道
沿
い
の
空
き
缶
回
収
が
、
約
一
五
十

人
の
み
な
さ
ん
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 六

号
国
道
沿
い
の

空
き
缶
を
回
収 ツバキの苗木

約100本を植樹

「
地
域
社
会
づ
く
り
と
環
境
」

環
境
週
間
記
念
講
演
会

六
月
八
日
㈱
中
央
公
民
館
で
、
環

境
週
間
記
念
行
事
と
し
て
、
関
係
者
約

よ
し
ろ
医
フ

百
二
十
人
が
出
席
し
て
、
増
田
善
郎
先

六
月
五
日
口
有
明
海
岸
の
海
岸
堤

防
の
陸
側
に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
カ

ブ
ス
カ
ウ
ト
の
み
な
さ
ん
約
三
十
人
が

参
加
し
て
、
環
境
週
間
「
植
樹
行
事
」

と
し
て
、
ツ
バ
キ
の
苗
木
、
約
百
本
を

植
樹
し
ま
し
た
。

有
明
海
岸
は
、
今
年
の
七
月
に
海
開

き
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
同

所
は
駐
車
場
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
そ
れ
に
先
が
け
て
そ
の

緑
地
帯
に
ツ
バ
キ
の
苗
木
を
植
樹
し
た

も
の
で
す
。

弛
飛
》
一
函
〈
琴
》
へ
《
↓
く
り
〉
色
狸
瀝
や
罐
へ
〉

急
守
れ
品
群
令
足
〃
塊
還
人
↑

ふ
ふ
￥
淵
司
》
考
沙
‐

鳶

『

癖

一

一

灘
“

三

’贈》ぷ

ぎ会
〆
）

か
わ
い
い
声
を
そ
ろ
え
て

花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

五
月
二
十
六
日
附
キ
リ
ス
ト
教
聖

児
幼
稚
園
高
萩
分
園
の
園
児
た
ち
約
二

十
人
が
、
先
生
と
一
緒
に
市
役
所
を
訪

れ
、
佐
川
収
入
役
に
「
毎
日
、
私
た
ち

の
た
め
に
働
い
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
申
と
か
わ
い
い
声
を
そ

ろ
え
て
、
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し

た
。

同
園
で
は
、
毎
年
、
こ
の
ほ
か
に
も

消
防
署
や
郵
便
局
、
病
院
な
ど
に
園
児

た
ち
が
手
分
け
を
し
て
、
花
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
続
け
て
い
ま
す
。

生
（
㈱
日
本
環
境
協
会
参
与
）
の
「
地

域
社
会
づ
く
り
と
環
境
」
に
つ
い
て
の

講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

高
萩
高
校
、
二
年
連
続
の

準
優
勝

第
四
十
一
回
珂
北
高
校
野
球
大
会

蕊蕊六
月
一
日
㈱
か
ら
七
日
㈹
ま
で
の
日

程
で
、
市
営
野
球
場
を
会
場
に
第
四
十

一
回
珂
北
高
校
野
球
大
会
が
、
十
六
チ

ー
ム
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
高
萩
高
校
と
日
立
一
高

と
の
間
で
行
わ
れ
、
日
立
一
高
が
高
萩

高
校
を
四
対
二
で
逆
転
、
五
年
ぶ
り
、

十
五
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
高
萩
高
校
は
、
昨
年
に
続
き

二
年
連
続
の
準
優
勝
で
し
た
。
（
第
三

十
二
回
大
会
の
昭
和
五
十
四
年
・
春
に

優
勝
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
）

こ
の
大
会
は
、
珂
北
高
校
球
児
の
技

術
の
向
上
と
親
睦
を
深
め
、
市
民
ぐ
る

み
で
野
球
の
振
興
を
図
り
、
こ
の
地
区

か
ら
甲
子
園
大
会
の
出
場
を
め
ざ
そ
う

と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

い
ま
ま
で
に
も
、

昭
和
五
十
六
年
度

日
立
工
業
高
校
（
選
抜
大
会
）

t□

f

T

へ
）

一 一

》

篭

昭
和
六
十
年
度
ｓ

日
立
一
高
（
夏
季
大
会
）

の
二
校
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
場
を
果
た
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
二
校
に
続
き
珂

北
大
会
を
ス
テ
ッ
プ
に
、
当
地
区
か
ら

甲
子
園
大
会
出
場
を
果
た
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

三
世
代
が
一
緒
に

可
春
季
・
ミ
ニ
運
動
会
」

向
洋
台
団
地

六
月
十
二
日
⑧
向
洋
台
団
地
内
の

公
園
で
、
団
地
の
み
な
さ
ん
約
五
百
人

が
参
加
し
て
、
三
世
代
が
一
緒
に
な
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

「
春
季
・
ミ
ニ
運
動
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。こ

の
運
動
会
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
参
加
を
願

い
、
い
ま
ま
で
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

か
ら
切
り
変
え
た
も
の
で
、
応
援
の
歓

声
が
上
が
る
な
か
綱
引
き
や
玉
入
れ
・

風
船
割
り
な
ど
、
八
種
目
の
競
技
に
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

鐸予津諄奇 一坪 曲 誤マー

ーJF r…
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…

問
題
か
ら
逃
げ
ず
に

悩
ん
で
、
考
え
て
、

頑
張
れ
Ｉ
．

六
月
五
日
㈲
文
化
会
館
で
、
青
年

会
議
所
の
〃
青
年
ふ
れ
あ
い
塾
錦
〃
が
、

７

！ 諏
無
や
一嘉蕊燕蕊蕊蕊熱念式典

講演する黒岩彰さん

青年ふれあい塾'88

講
師
に
カ
ル
ガ
リ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
（
五
百
ｍ
）
銅
メ

ダ
リ
ス
ト
、
黒
岩
彰
さ
ん
㈱
を
招
い
て
、

約
四
百
人
の
参
加
者
で
開
か
れ
ま
し
た
。

黒
岩
さ
ん
は
、
「
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
と

私
」
と
い
う
講
演
の
な
か
で
、
サ
ラ
エ

ボ
か
ら
カ
ル
ガ
リ
ー
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
〃
こ
の
ま
ま
で

終
わ
り
た
く
な
い
〃
と
い
う
自
分
の
強

い
意
志
を
持
っ
て
、

○
緊
張
の
な
か
で
リ
ラ
ヅ
ク
ス
す
る
方

法
○
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
六
か
月
間
の
ス
ケ
ー

ト
転
戦
一
人
旅

○
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
直
前
の
夏
か
ら
の
イ

メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

六
月
二
十
七
日
側
中
央
公
民
館
で
、

高
萩
市
及
び
「
高
萩
市
青
色
申
告
宣
言

都
市
」
、
「
高
萩
市
納
期
内
納
税
完
納
の

推
進
都
市
」
推
進
協
議
会
（
石
安
太
郎

会
長
）
主
催
の
同
宣
言
記
念
式
典
が
、

関
係
者
約
二
百
人
の
出
席
で
開
か
れ
ま

し
た
。式

典
で
は
、
自
主
申
告
納
税
の
理
想

郷
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
の
基
本
的

義
務
で
あ
る
納
税
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
租
税
道
義
の
高
揚
を
図
り
、
も
っ

て
地
域
社
会
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る

Ｉ
青
色
申
告
宣
言
都
市
１

１
納
期
内
納
税
完
納
の
推
進
都
市
Ｉ

ー

な
ど
を
重
ね
、
「
自
分
が
滑
る
の
は
、

四
年
前
と
同
じ
四
組
の
ア
ウ
ト
コ
ー
ス

し
か
な
い
と
決
め
て
い
た
。
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
つ
い
た
と
き
は
、
自
分
の
イ

メ
ー
ジ
し
た
と
お
り
で
、
や
る
べ
き
こ

と
は
全
て
や
り
、
も
う
思
い
残
す
こ
と

は
な
か
っ
た
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
、
今
ま

ぺ
き

で
に
滑
っ
た
こ
と
の
な
い
完
壁
な
ス
ケ

ー
ト
だ
っ
た
の
で
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

み
な
さ
ん
も
問
題
に
ぶ
ち
あ
た
っ
た

と
き
、
逃
げ
よ
う
と
し
な
い
で
、
悩
ん

で
、
考
え
て
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
Ｊ

と
熱
っ
ぽ
く
、
こ
う
話
し
て
い
ま
し
た
。

と
と
も
に
、
高
萩
市
の
繁
栄
と
市
民
相

互
の
幸
せ
を
築
く
こ
と
を
め
ざ
し
た
宣
言

文
が
、
参
加
者
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。ま

た
、
六
号
国
道
沿
い
の
記
念
広

告
塔
の
設
置
や
広
報
活
動
な
ど
の
重
点

事
業
計
画
も
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
關
根
勝
雄
日
立
税
務
署

長
を
講
師
に
迎
え
、
「
二
十
一
世
紀
に

む
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
記
念
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 記

念
式
典

開
墓
中
老
日
弁
聖
人
の

お
墓
の
整
備
事
業
完
成

六
月
二
十
六
日
⑥
赤
浜
の
松
丘
高

校
前
の
「
史
跡
日
弁
の
墓
」
で
、
開
基

中
老
日
弁
聖
人
の
お
墓
の
整
備
事
業
が

完
成
、
そ
の
除
幕
・
完
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

日
弁
は
、
日
蓮
の
高
弟
十
八
中
老
僧

の
一
人
で
、
聖
人
の
号
を
も
っ
て
称
さ

あ
じ
ゃ
り

れ
、
越
後
阿
閻
梨
と
い
わ
れ
た
僧
で
す
。

駿
河
国
富
士
郡
の
出
身
で
、
初
め
同

地
の
真
言
宗
滝
泉
寺
の
学
頭
で
し
た
が
、

改
宗
し
日
蓮
の
弟
子
と
な
り
ま
し
た
。

日
弁
は
、
各
地
を
巡
歴
し
布
教
と
寺

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
バ
ナ
ー
（
小
旗
）

＝

毎
誌
溌
浮
×
×
蒸
蕊
蕊
蕊
蕊
溌
潔
茨
蕊
蕊
廉
蕊
蕊
蕊
疑
畷
蕊

市
で
は
、
外
国
や
市
外
か
ら
高
萩
市

を
訪
れ
た
お
客
さ
ん
（
視
察
等
）
に
、

記
念
品
と
し
て
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
バ
ナ
ー

五
百
枚
を
作
り
ま
し
た
。

バ
ナ
ー
は
、
タ
テ
三
十
叫
横
二
十

ｍ
の
布
製
の
も
の
で
、
表
に
は
市
を
代

表
す
る
高
戸
海
岸
と
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星

通
信
所
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
が
プ
リ

ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
高
萩
市
を
訪
れ
た
中
国

の
蘭
州
市
政
府
経
済
技
術
交
流
団
の
棡

茂
盛
市
長
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん
に
早

速
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

高
萩
国
際
交
流
の
集
い
な
ど
に
、
市
の

Ｐ
Ｒ
と
し
て
利
用
し
て
い
き
ま
す
。
９

院
建
立
を
し
、
嘉
元
元
年
（
一
三
○
三
）

高
萩
地
方
で
布
教
活
動
を
行
い
、
赤
浜

に
妙
法
寺
・
願
成
寺
の
二
寺
を
開
き
ま

し
た
。



みんなで参加しよう.ノ

第18回高萩まつり

第
十
八
回
高
萩
ま

つ
り
が
、
七
月
二
十

三
日
出
、
二
十
四
日

日
の
二
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
流
し
踊

り
に
、
み
こ
し
広
場

に
そ
ろ
っ
て
参
加
く

だ
さ
い
。

○
本
町
通
り
で
流
し

お
ど
り

今
年
も
〃
市
民
ば

や
し
″
の
流
し
お
ど

り
が
、
本
町
通
り
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。

○
流
し
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

流
し
踊
り
の
型
は
、
正
調
と
自
由
の

二
種
類
で
す
。

正
調
賞
（
三
団
体
）

自
由
賞
（
三
団
体
）

ア
イ
デ
ア
賞
（
三
団
体
）

※
賞
状
並
び
に
賞
金
が
で
ま
す
。

○
流
し
踊
り
参
加
の
〃
連
″
を
募
集
し

ま
す
。二

十
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
、
団
体
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
み
こ
し
広
場
の
参
加
団
体
の
募
集

駅
前
通
り
で
の
み
こ
し
広
場
は
、
市

内
各
地
域
の
み
こ
し
を
一
堂
に
集
め
、

実
施
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
写
真
を

ま
つ
り
の
ボ
ス
タ
ー
に

第
一
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

○
踊
り
を
教
え
ま
す
。

〃
高
萩
市
民
ば
や
し
″
の

踊
り
講
習
を
受
け
た
い
各
種

団
体
や
、
グ
ル
ー
プ
（
十
人

以
上
）
に
は
、
講
師
を
派
遣

し
ま
す
の
で
、
日
時
や
場
所

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
が
、
商
工
課

に
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
い
ず
れ
も
市

役
所
商
工
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
冠
二
三
’
二
一

二
内
線
四
六
二

戸
》

テ
ー
マ
高
萩
ま
つ
り

サ
イ
ズ
白
黒
・
カ
ラ
ー
の
ど
ち
ら
も

可
、
大
き
さ
は
六
シ
切
以
上
で
、
パ
ネ

ル
板
に
は
っ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
・
枚
数
ど
な
た
で
も
一
人

三
枚
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

単
写
真
（
連
続
写
真
・
組
写
真
は
不
可
）

に
限
り
ま
す
。

作
品
応
募
作
品
は
、
第
十
八
回
高

萩
ま
つ
り
（
二
日
間
）
を
撮
影
し
た
も

の
で
未
発
表
の
も
の
。

応
募
作
品
入
賞
作
品
の
版
権
は
、
第

十
八
回
高
萩
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
帰

属
し
ま
す
。

応
募
締
切
日
八
月
五
日
悶
ま
で

発
表
八
月
中
旬
の
予
定

表
彰
金
賞
一
点
、
銀
賞
二
点
、
銅

賞
五
点
、
佳
作
数
点
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
品

を
贈
呈
し
ま
す
。
（
入
賞
作
品
の
な
か

か
ら
一
点
を
第
十
九
回
高
萩
ま
つ
り
の

ポ
ス
タ
ー
に
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
）

応
募
方
法
応
募
票
（
市
役
所
商
工
課

に
用
意
）
に
所
定
事
項
を
記
入
し
、
作

品
の
裏
に
フ
ィ
ル
ム
（
ネ
ガ
）
を
入
れ

た
小
袋
と
と
も
に
は
っ
て
応
募
し
て
く

だ
き
い
・

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
〒
三
一
八
、

茨
城
県
高
萩
市
本
町
一
’
一
○
○
、
高

萩
市
役
所
商
工
課
内
、
第
十
八
回
高
萩

ま
つ
り
実
行
委
員
会
、
盃
○
二
九
三
’

二
三
’
一
二
一
一
内
線
四
六
二

※
な
お
、
郵
送
中
の
事
故
、
破
損
に
つ

い
て
は
、
そ
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

息
つ
や
す

さ
あ
、
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
１
．

い
ま
た
の

今
か
ら
楽
し
み
で
す
ね
。
夏
休
み
を

げ
ん
き
す

し
よ
く

元
気
に
過
ご
す
た
め
に
、
あ
な
た
の
食

じ

か
ん
た
ん

事
に
つ
い
て
、
簡
単
な
テ
ス
ト
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

ぎ
ゆ
う
に
ゅ
う
す

①
あ
な
た
は
牛
乳
が
好
き
で
す
か
？

（
は
い
．
い
い
え
）

あ
か
み
ど
り

や
さ
い
の
二

②
赤
や
緑
の
き
れ
い
な
野
菜
を
残
さ
ず

た食
べ
ま
す
か
？

（
は
い
．
い
い
え
）

ざ
カ
な
に
ぐ
ロ

③
お
魚
・
お
肉
を
よ
く
食
べ
ま
す
か
？

（
は
い
．
い
い
え
）

す
わ

④
お
や
つ
は
座
っ
て
ち
ゃ
ん
と
食
べ
ま

一
１

斗
９
，
刀
？
．

（
は
い
。
い
い
え
）

な
ん
ど

⑤
お
や
つ
を
何
度
も
お
ね
だ
り
し
ま
せ

ノ
則

，
八
，
刀
？
．

（
は
い
．
い
い
え
）

ま
え
て
あ
ら

⑥
食
事
の
前
に
手
を
洗
い
ま
す
か
？

（
は
い
．
い
い
え
）

⑦
「
い
た
だ
き
ま
す
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」

い

を
言
え
ま
す
か
？

（
は
い
。
い
い
え
）

け

⑧
テ
レ
ビ
を
消
し
て
食
事
を
し
て
い
ま

一
述

牙
９
，
刀
？
‐

（
は
い
。
い
い
え
）

⑨
よ
く
か
ん
で
食
べ
ま
す
か
？

小
学
生
の
み
な
さ
ん
へ

イ
』
〆
ｋ
〆
、
〆
児
〆
ｋ
〆
ｋ
〆
Ｋ
７
ｈ
〆
、
〆
ｋ
〆
ｋ
Ｆ
ｋ
７
ｋ
〆
岻
〆
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｆ
‐
上
ｆ

－
お
元
気
で
す
か
邦

、

戸

ノ

、

偲
隠
鰯
で
す
ｗ

ｈ〆旦〃ｋ

〆

１

ｊ

汀
ノ
ゞ
ノ
、
ノ
ヌ
ノ
乱
４
吋
ノ
訓
〆
又
ノ
Ｉ
ノ
又
ノ
ー
ノ
ヌ
ノ
利
ノ
、
Ｊ
対
〃
、
〆
今
卜

へ
》

肺
が
ん
検
診かく（喀

た
ん
細
胞
検
査
）

が
ん
は
、
高
萩
市
の
死
亡
原
因
の
第

一
位
を
占
め
、
そ
の
な
か
で
も
肺
が
ん

は
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
発
見
で
き
な
い

肺
が
ん
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
、
喀
た

ん
細
胞
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
項
目
に
該
当
す
る
人

は
、
電
話
、
ま
た
は
、
直
接
衛
生
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
満
四
十
歳
以
上
の
市
内
居
住
の
人

○
喫
煙
歴
一
日
二
十
本
以
上
で
二
十

年
以
上
の
人

○
自
覚
症
状
せ
き
、
た
ん
、
胸
痛
等

が
一
か
月
以
上
持
続
す
る
人
、
及
び

た
ん

血
痩
の
で
る
人

（
は
い
．
い
い
え
）

よ
る
ね

は
み
が

⑩
夜
寝
る
前
に
、
歯
を
磨
き
ま
す
か
？

（
は
い
．
い
い
え
）

い
じ
よ
う

ご
う
か
く

「
は
い
」
が
７
つ
以
上
あ
れ
ば
合
格
で

ふ
一
三
う
か
く
ひ
と

ち
ゅ
う

す
。
不
合
格
の
人
は
、
夏
休
み
中
に
合

ど
り
よ
く

し
よ
く
し
ゆ
ら

格
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
、
よ
い
食
習

か
人
み

慣
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

料
金
四
○
○
円

申
込
期
間
七
月
二
十
五
日
側
か
ら
三

十
日
出

申
込
先
衛
生
課
念
二
三
’
二
一
二

内
線
三
六
三

※
申
し
込
ん
だ
人
に
は
、
後
日
喀
た
ん
採

取
の
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
、
そ
の

旨
通
知
し
ま
す
。

10



と
き
八
月
十
六
日
㈹
午
後
六
時
～
び
に
行
か
せ
な
い
。
行
く
と
き
は
、
必
匡

函
水
の
事
故
に

と
こ
ろ
北
茨
城
市
大
津
漁
港
ず
保
護
者
や
大
人
が
同
伴
す
る
よ
う
に
主
催
茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体

※
詳
し
く
は
、
北
茨
城
市
商
工
観
光
課
夏
￥
注
意
し
ま
し
ょ
う

し
て
、
と
く
に
、
幼
児
が
い
る
場
合
は
、
連
合
会

へ
冠
四
三
’
二
二
毎
年
、
夏
に
な
る
と
子
ど
も
の
水
の
常
に
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
資
格
県
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入

事
故
が
、
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
う
。

者

第
十
回
東
海
ま
つ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
子
ど
も
の
水
難
事
故
○
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
内
容
○
国
民
健
康
保
険
制
度
に
関
す

～
東
海
村
～

の
約
六
割
は
、
保
護
者
な
ど
が
そ
ば
に
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け
て
安
全
な
る
も
の
。

と
き
八
月
六
日
出
午
後
一
時
半
～
い
な
い
と
き
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
場
所
で
遊
ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
○
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
も
の
。

司
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
剖
引
‐
倒
糾
創
渕
剴
創
討
計
劃
”
”
鋤
．
’
八
一
点
で
潅
篭
菱
…

は
か
ま

に
限
り
ま
す
。

｜
と
っ
て
き
た
．
娘
は
母
親
に
「
毎
晩
、
私
泊
り
に
く
る
四
と
い
っ
た
．
母
親
は
、
｜

話
○
版
権
の
作
品
（
他
人
が
既
に

一
舗
俗
蝋
、
Ｊ
諄
一
泊
り
に
く
る
男
の
人
の
袴
の
す
そ
に
、
｜
作
っ
た
も
の
な
ど
．
）
は
応
募

識

神
岨

一
噸
民
軸
田士
心

一
高
三

一
『
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
』
に
み
え
る

へ
び
む
こ

一
「
し
ょ
う
ぶ
湯
の
由
来
」
、
「
蛇
婿
入
り
」

｜
の
話
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
分
析
を
し
て
き

一
た
が
、
こ
れ
以
上
の
研
究
は
今
の
私
の

一
力
で
は
で
き
な
い
。

｜
最
後
に
宮
城
県
角
田
市
地
方
に
伝
わ

一
る
「
蛇
婿
入
り
」
と
「
菖
蒲
と
蓬
の
由

し
よ
う
ぶ
よ
も
弩

一
来
」
を
『
東
北
民
俗
資
料
集
日
』
か
ら

一
紹
介
し
て
み
よ
う
。

庶
側
隙
側
崎
鵬
卜
儀
儂
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
※
雪
唯
稲
篭
二
”

国

県指定無形文化財

｢大津盆船流し」

～北茨城市～

１
厘
水
鑿
製
し
よ
う

（
雨
天
の
場
合
は
七
日
㈲
）

と
こ
ろ
東
海
村
役
場
東
側
道
路

（
歩
行
者
天
国
・
パ
レ
ー
ド
）

※
詳
し
く
は
、
東
海
村
役
場
商
工
観
光

係
へ
念
○
二
九
二
’
八
二
’
一
七
二

ー

遊
泳
禁
止
の
と
こ
ろ
や
危
な
い
と
こ

ろ
で
は
泳
が
な
い
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か

ら
子
ど
も
た
ち
に
注
意
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

お
と
な

大
人
の
注
意
が
事
故
を
防
ぐ

○
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
、
水
泳
や
水
遊

び
に
行
か
せ
な
い
。
行
く
と
き
は
、
必

ず
保
護
者
や
大
人
が
同
伴
す
る
よ
う
に

し
て
、
と
く
に
、
幼
児
が
い
る
場
合
は
、

常
に
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

語
ハ
ノ
○

○
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

を
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け
て
安
全
な

場
所
で
遊
ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

’ ’標語募集

》
一

民健康保険制度

創設50周年

記念事業

昭
和
六
十
三
年
五
月
二
十
八
日
出
付

け
の
自
治
省
告
示
第
七
十
六
号
に
よ
り
、

六
月
一
日
㈱
か
ら
北
茨
城
市
の
区
域
の

一
部
が
高
萩
市
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
の
面
積
は
一
九
三
・

七
九
ｍ
か
ら
一
九
三
・
八
○
価
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
山
ダ
ム
建
設
に
伴
う
家

け
ず
り
．
君
．
玉
え

屋
移
転
地
（
中
郷
町
日
棚
の
字
削
木
前

ば
ら
は
う
つ
ぼ

原
・
字
宝
壺
の
一
部
）
七
、
○
一
六
・
ｍ

が
高
萩
市
に
編
入
さ
れ
、
上
手
綱
字
上

原
に
変
更
さ
れ
た
も
の
で
す
。

防
ご
う
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り

毎
年
七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
月
間
で
、
本
年
は
「
地
域
活
動

の
推
進
に
よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更

生
の
援
助
」
を
重
点
目
標
に
運
動
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

次
代
を
担
う
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、

非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
立
ち
直
り
を
助

け
る
た
め
、
地
域
に
理
解
と
協
力
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

北
茨
城
市
の
区
域
の
一
部
が

高
萩
市
に
編
入
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と
き
七
月
二
十
五
日
側
か
ら
二
十

九
日
燭
の
五
日
間

（
午
前
九
時
半
～
十
一
時
半
）

と
こ
ろ
秋
山
小
学
校
プ
ー
ル

対
象
者
小
学
一
年
生
か
ら
三
年
生
と

そ
の
親

募
集
人
員
二
十
組
（
四
十
人
）

参
加
料
一
、
○
○
○
円

申
込
受
付
七
月
十
一
日
側
か
ら
十
八

日
側
ま
で

親
子
水
泳
教
室

小・中学校のブールを

無料開放
ｌ
市
民
体
育
館
Ｉ

夏期の体力づくりの一環として，小・中学校の

プールを無料で開放します。みなさんご利用くだ

さい。

・小学校プール（団体と個人に開放）

開放学校高萩・松岡・秋山・東の各小学校

開放期間 7月25日(月)から8月12日(金)， 8月17

日(加から31日(水)まで

（鯉淵餓纈巽）
個人が自由に利用できる日時

土曜日午後1時から午後4時

日曜日午前10時から午後3時

団体が利用できる日時

月～金曜日午前9時から午後4時

土曜日 午前9時から正午

・中学校プール（団体のみ開放）

開放学校高萩・松岡；秋山の各中学校

開放期間 7月25日(月)から8月12日鯛， 8月17

日㈱から31日㈱まで

団体が利用できる日時

月～土曜日午前9時から午後4時

日曜日 午前10時から午後3時

※学校が利用する場合は開放しません。

※団体（10人以上）が利用する場合は， 7月6日

㈱から14日㈱までに，市民体育館へ申し込んで

ください。

詳しくは，市民体育館へ冠23 2552

申
込
方
法
参
加
料
を
添
え
て
市
民
体

育
館
へ

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

と
き
八
月
二
十
五
日
嗣

と
こ
ろ
松
岡
中
学
校
プ
ー
ル

参
加
資
格
・
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、

市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
学

し
て
い
る
人

・
小
学
校
四
年
生
か
ら
中
学

校
三
年
生
ま
で

参
加
料
無
料

種
目
個
人
Ｉ
男
・
女
と
も
自
由
形

と
平
泳
ぎ
（
学
年
別
）

団
体
Ｉ
自
由
形
（
小
・
中
学

校
別
）
男
・
女
・
混
合

第
一
回
高
萩
市

少
年
水
泳
大
会

一
）

とをを ※ 申 表三 月～土曜日午前9時から午後4時
行月夏少 ＝詳 込 ＝

き“的休年 ヒ ヵ 彰三…が利州鰯合,ま闘鯉餅午縫3崎
八手漣サ 《 法 ＝は 出プ表各三※団体（10人以上）が利用する場合は， 7月6日

H ｡た利マ ｜ 互市箪校牒鯆旦彰籠馴'から14H噸までに,市民体育館へ申し込んで
土繩 ’ 中 ＝民申ま紙[,十 ．ー参と薑 くだきい”
晶汽蕊撹澤窪A謹虐:¥L《は市民朧青鶴-.鯛鱸”
十 ス身 ｜ 民五へく市のにか 録員三三 第15回高萩市長杯争奪軟式野球大会

一柵ル館 ー だ民う 、 ら 証に位三日 さ体え所八 、-／デま三 参加チーム募集
(金） ル錬 ぃ育学定月 がィで三

○ 三

三期 日 9月4日(日)から10月9日(日)の毎日曜日
：＝二

親端謡當婁鳴噸蔵薊謝繊農勘溺Lていみム
申定対 とぐ
込 象 り夏 ＝
先貝者 きを休 子

行み 学 ． 三 （学生は除く）で，監督を含め25人以で
冠中十親午八いに 校申市家国の三 内で編成する。

駄關 箭虐参加料 」ﾁｰﾑ5,000円
薫劇探巖緒 しみ中 須二三申込期間 7月18日(月)から8月10日(加

一へ着五ら日 郷めに 澱差 半H量申込方法市雌体育館に備え付けの申込書にて，
二 順 、 ’蝿 沸ぐ し等五 少 三 市民体育館へ

：詳丈 肯 言抽選会 8月11H",午後6時
五 六

年 史 り
中央公民館

生 跡 しし 然 三
め ま く の 三※詳しくは，市民体育館へ念23 2552

…

（

｝

糞
化
含
鬮
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４

↑
Ｉ
Ｉ
ｌ
も
よ
お
し
も
②

Ｉ
新
宿
コ
マ
劇
場
出
張
公
演
Ｉ

奇
想
天
外
痛
快
爆
笑
劇

出
演
者
渡
辺
典
子

ア
ゴ
勇
・
ほ
か

と
き
八
月
二
日
㈹

午
後
二
時
、
午
後
六
時

（
二
回
公
演
）

入
場
料
全
席
自
由
席

大
人
（
高
校
生
以
上
）

二
、
○
○
○
円

小
人
（
中
学
生
以
下
）

一
、
八
○
○
円

（
当
日
、
各
二
○
○
円
増
）

ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎

灘…’
交
響
楽
団

新
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

リ
ク
エ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

灘

鴬 二
幕
八
場
（
二
時
間
）

聯蝋麓．'滞畷縦
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県
政
教
室
は
、
バ
ス
で
県
の
施
設
等

を
見
学
し
て
、
県
政
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
高
め
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

▽
と
き

・
八
月
三
十
日
㈹
（
日
立
駅
発
）

つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
・
シ
テ

ィ
・
ツ
ア
ー
稲
…
・
・
・
…
…
ア

・
十
一
月
八
日
㈹
（
日
立
駅
発
）

カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
Ｂ
…
イ

（
十
月
オ
ー
プ
ン
の
県
立
美

術
館
等
）

▽
募
集
人
員
各
コ
ー
ス
定
員
五
十
人

▽
参
加
資
格
十
八
歳
以
上
の
県
内
居

と
き
八
月
二
日
㈹

対
象
者
親
子
（
お
子
さ
ん
は
小
学

生
ま
で
で
す
。
）

定
貝
先
着
三
十
五
人

申
込
先
市
民
活
動
課
へ

念
二
三
’
二
二
一
内
線
二
六
二

今
年
も
、
目
で
見
る
市
政
教
室
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

市
内
に
数
多
く
あ
る
施
設
や
史
跡
を

見
学
し
て
、
市
政
の
姿
を
正
し
く
理
解

し
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
県
政あ

な
た
の
足
で

目
で
見
る
市
政
教
室

※
予
定
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

三
時
（
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
）

住
の
人

▽
申
込
先
官
製
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
電
話
番
号
、
希
望
コ

ー
ス
と
実
施
日
を
記
入
の

う
え
〒
三
一
○
水
戸
市
柵

町
一
ノ
三
ノ
ー
、
茨
城
県

県
北
地
方
総
合
事
務
所
総

務
課
へ

▽
申
込
締
切
㈱
…
七
月
三
十
一
日
伺

い
…
八
月
三
十
一
日
㈱

▽
そ
の
他
参
加
費
無
料
、
昼
食
各

自
持
参

※
詳
し
く
は
、
茨
城
県
県
北
地
方
総
合

事
務
所
総
務
課
へ
念
○
二
九
二
’
二
五

二
八
○
三
（
内
線
二
三
○
五
）

一
九
六
九
年
に
設
立
さ
れ
た
㈱
高
萩

青
年
会
議
所
は
、
今
年
、
創
立
二
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

＊

と
き
七
月
十
七
日
㈲
、
午
後
一
時

か
ら
午
後
二
時
四
十
五
分

と
こ
ろ
文
化
会
館

講
師
森
田
健
作
氏

の
雷
看
⑳
巨
瞳
大
い
に
語
る
の

森
田
健
作
氏

㈱
高
萩
青
年
会
議
所
創
立

二
十
周
年
記
念
講
演
会

ー

柵
ミ
ス
・
グ
リ
ー
ン
・

ふ
る
さ
と
を
募
集

グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
圏
（
茨
城
県
北

西
部
地
域
十
八
市
町
村
）
は
、
海
、
山
、

川
な
ど
の
美
し
い
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
、

す
ぱ

こ
こ
に
は
数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
観
光

資
源
と
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
自
然
、
歴
史
、
そ
し
て

味
覚
な
ど
、
十
分
に
満
喫
す
る
こ
と
の

で
き
る
地
域
を
広
く
紹
介
し
て
い
く
た

め
、
イ
メ
ー
ジ
ガ
ー
ル
「
ミ
ス
・
グ
リ

ー
ン
ふ
る
さ
と
」
を
募
集
し
ま
す
。

＊

募
集
人
員
三
人

報
償
金
十
万
円

委
嘱
期
間
昭
和
六
十
三
年
九
月
一
日

か
ら
昭
和
六
十
四
年
八
月

三
十
一
日
ま
で

募
集
締
切
七
月
三
十
日
山
必
着

応
募
資
格
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
以

下
の
未
婚
の
女
性
で
、
グ

リ
ー
ン
圏
内
に
在
住
の
人

（
出
身
者
含
む
。
）
た
だ
し
、

高
校
生
は
除
く
。

応
募
方
法
履
歴
耆
一
部
、
写
真
四
枚

（
全
身
及
び
顔
写
真
各
二

枚
、
一
人
で
撮
影
の
こ
と
、

サ
ー
ビ
ス
版
程
度
の
も
の
。
）

テ
ー
マ
青
春
の
巨
匠
大
い
に
語
る
応
募
先
〒
三
一
○
水
戸
市
大
町

入
場
無
料
一
’
二
’
十
七
茨
城
県
開

発
公
社
ビ
ル
四
階
卿
グ
リ

み
ど
り
⑳
さ
わ
や
か
な
－
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機
構

風
を
あ
な
た
か
ら
ミ
ス
・
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ

と
事
務
局
へ
恋
○
二
九

冊
ミ
ス
・
グ
リ
ー
ン
．
二
’
二
四
’
七
一
六
六

山
形
県
新
庄
市
を
、
約
二
五
十
年
間

ま
さ
も
り

治
め
て
い
た
戸
沢
氏
の
初
代
藩
主
政
盛

は
、
新
庄
に
移
る
前
の
約
十
七
年
間
、

高
萩
の
松
岡
城
主
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
両
市
の
親
善
を
深
め
、

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
昨
年
か
ら
新
庄
ま
つ
り
の

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
も
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

と
き
八
月
二
十
四
日
㈱
、
午
前

五
時
高
萩
駅
出
発
、
二
十

五
日
和
の
一
泊
二
日

応
の
一
泊
二
日

深
め
よ
う
友
好
の
輪

欝
撫
蕊

》

新
庄
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
に
参
加

会
費

二
万
円

施
主
催

非
高
萩
市
舞
踊

ル
交
流
会

Ｊ列
募
集
人
員

曄
先
着
順
八
十
人

新
申
し
込
み

の年
益
子
賢
次
へ

昨▲
念
一
三
’
一
酉
西

と
き
九
月
十
七
日
出

午
後
六
時
半
開
演

指
揮
・
編
曲
い
わ
く
ぽ
さ
さ
を

入
場
料
全
席
指
定
席

一
般
二
、
五
○
○
円

（
当
日
三
、
○
○
○
円
）

学
生
二
、
○
○
○
円

（
当
日
二
、
五
○
○
円
）

前
売
開
始
予
定
八
月
二
十
日
㈹

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
七
二
年
東
京
室
内
管
弦
楽
団
の

活
動
の
な
か
で
、
教
育
目
的
の
、
い
わ

ゆ
る
鑑
賞
教
室
を
第
一
目
的
と
し
た
多

目
的
交
響
管
弦
楽
団
と
し
て
、
そ
れ
ま

で
に
な
い
数
々
の
試
み
に
よ
っ
て
編
成

さ
れ
、
年
間
お
よ
そ
二
百
回
の
演
奏
を

し
て
い
る
最
高
水
準
の
メ
ン
バ
ー
で
編

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
★
★
★
★
★
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
★
★
★
★
★
★

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
．

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、
文

化
会
館
（
盆
二
三
’
七
四
一
二

患
、

強

13



⑦日曜当番医⑦

時間は，いずれも午前9時から午後4時までです《

の
り
お

○
棚
谷
憲
雄
さ
ん
大
和
町

五
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
高
萩
市
舞
踊
交
流
会

一
万
五
千
円
社
会
福
祉
へ

や
す
し

○
大
山
靖
さ
ん
安
良
川

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
各
種
婦
人
団
体
連
絡
会

二
万
六
千
三
百
五
十
円

み
ん
な
の
広
場
へ

○
高
萩
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

善
意
仇
鶏

万葉の道
ふかん

高萩で傭鰍した海が見られるのは，今ではここしかない。崖

下には岩礁があり， 白砂あり，繕が遠く岬まで美しく弧を描く。
沖合いから岸に向かって白く砕ける波が， リズミカルに現われ

ては消える。
はげ

烈しく吹く潮風が永い歳月をかけ独特の松林もつくった。 ま
Lふう （ ､人とうせい

さに｢松韻濤声｣， 「万葉の道」という言葉の響きも私には魅力だ。

高萩美術協会会員谷地功一

善
童
あ
り
が
と
う

（
）

■■■■■■■ q■■■■■■ ■■■■■■■－q■■■■■■－－－－－－－h■■■■■■ ■■■■■■■ Ⅱ■■■■■■

指
導
者
日
本
テ
ニ
ス
協
会
公
認
指
導
一

一
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
テ
ニ
ス
貝

一
技
術
の
向
上
と
若
者
の
親
睦
を
図
る
た
申
込
先
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
｜

｜
め
、
次
の
と
お
り
テ
ニ
ス
教
室
の
生
徒
画
一
二
一
’
七
一
七
七
一

一
を
募
集
し
ま
す
。

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

（
》

ロ■

１
１
１
１
１
１
１
１
１
斗
訓
山
剤
引
凸

一
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

日
㈲
、
九
月
三
日
出
、
四
日
一

テ
ニ
ス
教
室
側
、
十
日
出
、
十
一
日
側
一

二
万
二
十
八
円
み
ん
な
の
広
場
へ

○
木
材
青
荘
年
高
萩
支
部

四
千
七
百
四
十
一
円み

ん
な
の
広
場
へ

○
公
民
館
第
二
華
道
ク
ラ
ブ

四
千
七
百
十
一
円
社
会
福
祉
へ

○
高
橋
敏
子
さ
ん
東
京
都

一
万
円
ポ
ー
テ
ー
ジ
協
会
へ

が
ら
す

○
木
村
硝
子
建
材
安
良
川

一
万
八
千
百
九
十
円
社
会
福
祉
へ

○
大
森
稔
さ
ん
高
戸

二
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

囮
寄
贈
・
図
書
館
へ

古
書
寄
贈

○
上
森
時
光
さ
ん
下
手
綱

十
七
日
出
、
十
八
日
㈲
の
八

日
間
（
土
曜
日
は
午
後
三
時

か
ら
五
時
、
日
曜
日
は
午
前

九
時
か
ら
十
一
時
で
す
。
）

募
集
人
員
三
十
人
（
先
着
順
）

初
心
者
対
象

会
費
二
、
○
○
○
円

資
格
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務

先
の
あ
る
独
身
者

指
導
者
日
本
テ
ニ
ス
協
会
公
認
指
導

貝

申
込
先
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ

含
二
三
’
七
一
七
七

講演と
こ

師題ろ

市
民
大
学
講
座
の

お
し
ら
せ

新
本
寄
贈

つ
れ
ま
き

○
中
沢
恒
昌
さ
ん

○
ケ
イ
美
容
室

○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

Ｌ
」
妾
ご

七
月
三
十
一
日
⑧

午
後
一
時
半
～
三
時
半

中
央
公
民
館

「
日
本
に
き
て
思
っ
た
こ
と
」

そ
う
け
い
こ
う

曹
継
紅
（
女
性
）
先
生

し
ん
よ
う

中
国
（
溝
陽
市
出
身
）
、
溶
陽

体
育
学
院
大
学
体
育
社
会
学

高
浜
町

大
和
町

－_■■■■■■■ ■■■■■■■ q■■■■■■－■■■■■■■■■■■■■■－ﾛ

蕊辮蕊瀧

研
究
室
助
手
、
現
在
北
茨
城

市
教
育
委
員
会
社
会
体
育
課

助
手

対
象
者
一
般
成
人

申
込
方
法
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
へ

金
二
三
’
一
一
二
五

受
付
日
八
月
一
日
側
、
二
日
㈹

受
付
場
所
高
萩
保
健
所

試
験
日
八
月
二
十
三
日
㈹

試
験
場
水
城
高
等
学
校

問
い
合
わ
せ
先
高
萩
保
健
所
衛
生
課

念
二
二
’
二
六
二
八

調
理
師
試
験
の

お
し
ら
せ

溌溌織識蕊難繍辮鱸繍鱗繊蕊鐸識熱

①人口と世帯①鳶

悪

蝉

髭

単
謹
缶

無
齢
蹴

叫
韓
に
“

〆
鵠
潔

出
撫
露

兆
錦
無

預
錯
〉

綿
＄
尭 灘鍛繍織

撚
難
蕊
蕊
識
蕊
溌
蕊
総
撫
溌
辮
鱗
識
鍵
癖
鍼
謹
識
蕊
蕊
識
譲
蕊
識
蕊

－7月の納税一

鱒溌 ｛2期’
前月比蕊

‘
人口 35,013(+12)

男 17,262(＋12）

女 17,751(=tO) $
鍵

蝋i":" ;
豊灘議蕊鍛蕊溌騨識撫蕊蕊難篝篝難蕊諜：

国民健康保険税(2期）

国民年金 （7月分）

納期限8月1日
鎌
識
撫

蕊蕊蕊蕊蕊縛鰡鋸蕊難蕊蕃蕊蕊驚鍵灘鰯雛灘蕊擬溌蕊

14テレフォンサービス「市政案内」は23－〃51 ･ ll52てす

8月7日

8月14日

8月21日

8月28日

滝川医院

白土医院

十王医院

諸原医院

立花医院

町
町
町
戸
町

日
本
王
本

春
東
十
高
東

０
７
６

０
９
６

１
６
２

３
２
３

３
２
２

２
２
３

23－3113

22－3512


